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挨 
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こ
の
度
は
、
伊
勢
崎
・
多
喜
二
祭
実
行
委
員
会
で
、
『
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
の
文
学
的
前
提
』
を
出
版

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
顕
彰
す
る
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
は
、
戦
前
の
狂
暴
な
治
安
維
持

法
下
に
お
い
て
、
不
当
に
検
束
さ
れ
た
多
喜
二
た
ち
ナ
ッ
プ
作
家
を
、
民
衆
の
力
を
結
集
し
、
交
渉
を
通

じ
て
解
放
さ
せ
た
と
い
う
画
期
的
な
事
件
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
昭
和
六
年
九
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
す
。
当
時
私
は
六
歳
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
先
輩
諸
氏
が
「
検
束
」
も
恐
れ
ず
に
「
多
喜
二
奪

還
」
に
賭
け
た
想
い
を
、
昨
年
の
伊
勢
崎
・
多
喜
二
祭
で
改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。
本
書
が
、
「
多
喜
二

奪
還
事
件
」
の
関
心
を
高
め
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
九
年
八
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五
日 

伊
勢
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喜
二
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は
じ
め
に
…
…
本
資
料
集
の
目
的 

「
多
喜
二
奪
還
事
件
」（
注
１
）

は
、
満
州
事
件
勃
発
の
直
前
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

九
月
六
日
か
ら
七
日
に
起
こ
っ
た
。
当
時
の
群
馬
県
佐
波
郡
伊
勢
崎
町
の
共
栄
館
で
予
定

さ
れ
た
「
佐
波
無
産
青
年
」
主
催
の
「
文
芸
講
演
会
」（
注
２
）

に
招
か
れ
た
ナ
ッ
プ
関
係
の

講
師
陣
（
小
林
多
喜
二
、
村
山
知
義
、
中
野
重
治
等
（
注
３
）
）
が
地
元
の
主
催
者
達
と
一
緒

に
検
束
さ
れ
た
が
、
民
衆
の
抗
議
と
機
転
に
加
え
、
偶
然
的
な
警
察
官
の
署
か
ら
の
撤
退

と
い
う
事
態
を
前
提
に
、
民
衆
側
と
警
察
側
の
交
渉
が
成
立
し
、
検
束
者
の
解
放
が
実
現

し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。 

昨
年
、
私
た
ち
が
発
刊
し
た
『
伊
勢
崎
署
占
拠
・
多
喜
二
奪
還
事
件
資
料
集
』（
以
下
、

『
資
料
集
』
と
す
る
。
）
に
お
い
て
、
地
元
紙
の
上
毛
新
聞
だ
け
で
な
く
、
読
売
・
東
京

朝
日
・
社
会
運
動
通
信
も
事
件
を
当
時
報
道
し
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
る
と
と
も
に
、

事
件
当
事
者
の
事
件
の
公
表
や
回
想
が
事
件
よ
り
約
三
十
年
を
経
過
し
た
一
九
六
〇
年

以
降
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。 

本
資
料
集
で
は
、
事
件
そ
の
も
の
の
解
明
で
は
な
く
、
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
を
生
み

出
す
こ
と
に
な
っ
た
「
文
芸
講
演
会
」
を
準
備
し
た
グ
ル
ー
プ
の
解
明
等
に
主
眼
を
置
い

た
。
仮
に
こ
の
勢
力
を
講
演
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て
お
く
。
多
喜
二
た
ち
ナ
ッ
プ
作
家
を
招

聘
し
た
こ
の
講
演
会
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

年
に
か
け
て
、『
上
毛
大
衆
』『
宣
戦
』（
注
４
）

文
芸
欄
を
拠
点
に
、
群
馬
の
民
衆
文
学
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
た
『
上
毛
大
衆
』
同
人
の
伊
勢
崎
グ
ル

ー
プ
と
ほ
ぼ
重
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ナ
ッ
プ
作
家
の
「
文
芸
講
演
会
」
は
、
群
馬

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
発
見

さ
れ
た
群
馬
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
展
開
そ
の
も
の
を
具
体
的
に
知
る
に
は
、
そ

れ
ら
の
諸
作
品
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
、
関
連
す
る
文

芸
作
品
を
再
録
し
た
。
本
書
で
は
、
個
々
の
作
品
の
評
価
に
つ
い
て
は
判
断
を
留
保
し
、

そ
れ
は
読
者
諸
氏
に
委
ね
た
い
。
個
々
の
作
品
の
芸
術
的
価
値
は
、
作
品
と
し
て
の
生
命

力
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
総
体
と
し
て
の
、
群
馬
に
お
け
る
民
衆
文
学
の
展
開
と
い

う
視
点
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
治
安
維
持
法
下
の

言
論
抑
圧
の
中
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
資
料
集
を
作
成
し
た
も
の
と
し
て
は
、

文
学
的
営
為
と
し
て
の
全
て
の
作
品
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

注
１
…
…
本
事
件
に
つ
い
て
は
、
名
称
そ
の
も
の
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。
伊
勢
崎
警
察
署
占
領
事
件
、
伊
勢
崎
署
占
領
事
件
、
伊
勢
崎
署
占
拠
事
件
、
伊
勢
崎

署
襲
撃
事
件
、
小
林
多
喜
二
奪
還
事
件
、
文
芸
講
演
会
弾
圧
事
件
等
使
用
さ
れ
て
き
た
。「
多

喜
二
奪
還
事
件
」
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、「
襲
撃
」「
占
領
」「
占
拠
」
等
は
民

衆
の
目
的
で
な
か
っ
た
こ
と
が
『
資
料
集
』
に
お
い
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
。
当
資
料
集
に
お

い
て
は
、
文
芸
講
演
会
弾
圧
に
端
を
発
し
て
起
こ
っ
た
事
件
と
し
て
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」

を
使
用
す
る
。 

注
２
…
…
朝
日
新
聞
一
九
三
一
年
九
月
五
日
付
群
馬
県
版
記
事
よ
り 

注
３
…
…
三
人
の
弁
士
の
他
に
俳
優
が
三
、
四
人
参
加
し
た
。
皆
の
回
想
で
は
、
女
優
の
一

人
が
三
好
久
子
で
あ
る
。
伊
藤
信
吉
の
回
想
で
は
、
清
洲
ス
ミ
子
の
名
前
も
あ
が
っ
て
い
る
。

今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
俳
優
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
山
知
義

の
回
想
に
よ
り
、
左
翼
劇
場
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。 

注
３
…
…
本
資
料
集
の
『
上
毛
大
衆
』『
宣
戦
』『
群
馬
戦
線
』『
全
線
』
は
群
馬
県
立
図
書
館

の
原
本
・
複
写
本
及
び
前
橋
市
立
図
書
館
の
複
写
本
に
よ
る
。
『
上
毛
大
衆
』
『
宣
戦
』
は
菊

池
（
小
林
）
邦
作
の
寄
贈
で
あ
り
、
書
き
込
み
は
本
人
の
直
筆
で
あ
る
。 

 
１ 

文
芸
講
演
会
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て 

ナ
ッ
プ
作
家
の
招
聘
に
つ
い
て
は
、
ナ
ッ
プ
会
員
で
あ
っ
た
菊
池
敏
清
が
『
戦
旗
』
の

普
及
数
を
挙
げ
、
模
範
的
地
区
で
あ
っ
た
か
ら
葉
書
一
枚
の
要
請
で
引
き
受
け
て
く
れ
た

と
回
想
し
て
い
る
。
五
十
部
の
定
期
購
読
に
加
え
、
最
高
時
は
百
五
十
部
の
『
戦
旗
』
を
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配
布
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
注
１
）
。
ま
た
、
配
布
地
域
に
つ
い
て
岡
田
宝
司
は
「
東
は

太
田
か
ら
西
は
駒
形
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
２
）

の
で
、『
戦
旗
』
支
局
は
確
立
し
て
い
た
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
に
当
時
の
佐
波
郡
（
現
在
は
玉
村
町
の
み
で
他
は
す
べ
て
伊
勢

崎
市
）
と
い
う
呼
称
を
と
っ
て
、
佐
波
『
戦
旗
』
支
局
と
し
て
お
く
。
と
す
れ
ば
、
文
芸

講
演
会
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
間
違
い
な
く
、
こ
の
佐
波
『
戦
旗
』
支
局
グ
ル
ー
プ
が
入

る
で
あ
ろ
う
。 

菊
池
（
小
林
）
邦
作
（
注
３
）

は
、
一
九
六
〇
年
、
事
件
を
初
め
て
公
表
し
た
論
文
（
注
４
）

で
「
伊
勢
崎
町
の
社
民
党
支
部
を
中
心
と
す
る
文
化
団
体
」
が
文
芸
講
演
会
を
準
備
し
た

と
述
べ
た
。
こ
の
規
定
は
『
群
馬
県
史
』
や
『
伊
勢
崎
市
史
』
等
に
も
定
着
し
て
い
る
（
注

５
）
。
だ
が
、
こ
の
「
社
民
党
」
と
は
当
時
の
無
産
政
党
の
中
で
も
右
派
の
社
会
民
衆
党
の

こ
と
で
あ
る
。
非
合
法
の
共
産
党
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
ナ
ッ
プ
と
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ナ
ッ
プ
側
も
避
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
を
考
慮
し
た
の
か
、
菊
池

（
小
林
）
邦
作
は
一
九
六
七
年
の
『
随
筆
柿
』
の
「
伊
勢
崎
署
占
領
事
件
」
の
方
で
は
、

「
こ
の
地
方
の
革
新
無
産
政
党
を
網
羅
す
る
文
化
人
グ
ル
ー
プ
」
と
改
め
て
い
る
。
し
か

し
、「
革
新
無
産
政
党
」
と
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

若
干
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

小
林
邦
作
は
「
群
馬
県
青
年
共
産
党
事
件
」（
注
６
）

で
弾
圧
さ
れ
る
が
、
労
働
農
民
党
の

結
成
・
拡
大
に
傾
注
す
る
。
し
か
し
、
無
産
政
党
の
分
裂
の
中
で
無
産
強
戸
村
の
指
導
者

須
永
好
の
日
本
労
農
党
を
選
択
し
た
（
注
７
）
。
一
九
二
八
年
秋
に
は
そ
の
日
本
労
農
党
を
離

れ
、
社
会
民
衆
党
に
移
り
、
『
上
毛
大
衆
』
の
主
筆
と
な
っ
た
。
彼
の
指
導
の
下
で
組
織

さ
れ
て
い
た
日
本
労
農
党
伊
勢
崎
支
部
は
、
彼
の
社
会
民
衆
党
へ
の
移
動
と
と
も
に
、
支

部
ぐ
る
み
で
社
会
民
衆
党
伊
勢
崎
支
部
と
な
っ
て
い
る
（
注
８
）
。 

一
見
す
る
と
、
小
林
邦
作
の
辿
っ
た
道
は
左
派
の
労
働
農
民
党
↓
中
間
派
の
日
本
労
農

党
↓
右
派
の
社
会
民
衆
党
と
右
傾
化
コ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
意
図
し
て
い
た
の

は
、
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
（
注
９
）

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
官
憲
の
妨
害
と
闘
い
な
が
ら
、
『
上
毛
大
衆
』
の
発

行
過
程
で
急
速
な
左
傾
化
を
辿
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
小
林
邦
作
の
左
傾
化
は
、
当

然
社
会
民
衆
党
伊
勢
崎
支
部
と
『
上
毛
大
衆
』
の
左
傾
化
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
様
相
は

文
芸
欄
か
ら
も
推
測
で
き
る
の
で
、
後
述
し
よ
う
。
と
も
か
く
も
文
芸
講
演
会
グ
ル
ー
プ

の
一
方
と
し
て
、
左
傾
化
し
た
社
会
民
衆
党
伊
勢
崎
支
部
（
あ
る
い
は
、
社
会
民
衆
党
左

派
）
、
あ
る
い
は
、
左
傾
化
し
た
『
上
毛
大
衆
』
同
人
の
伊
勢
崎
グ
ル
ー
プ
を
想
定
で
き

よ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
文
芸
講
演
会
グ
ル
ー
プ
の
実
態
は
佐
波
『
戦
旗
』
支
局
グ
ル
ー
プ
と

『
上
毛
大
衆
』
伊
勢
崎
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。 

次
に
、
こ
の
「
文
化
団
体
」
と
、
新
聞
の
広
告
に
出
た
「
佐
波
無
産
青
年
」
と
の
関
連

を
考
え
て
み
た
い
。
結
論
的
に
、
こ
の
「
佐
波
無
産
青
年
」
と
い
う
の
は
、
官
憲
・
権
力

に
対
す
る
挑
戦
、
多
喜
二
た
ち
ナ
ッ
プ
作
家
を
招
聘
す
る
と
い
う
彼
等
の
決
意
や
姿
勢
を

示
す
も
の
だ
と
考
え
た
い
。
三
・
一
五
や
四
・
一
六
の
弾
圧
の
後
、
群
馬
県
で
は
一
九
三

〇
年
十
月
一
日
に
『
無
青
』
弾
圧
事
件
が
起
き
て
い
る
。
日
本
労
農
党
が
他
の
無
産
政
党

諸
派
と
合
同
し
、
日
本
大
衆
党
が
生
ま
れ
た
が
、
さ
ら
に
全
国
大
衆
党
が
生
ま
れ
、
そ
れ

に
属
す
る
竹
部
松
二
郎
が
中
心
と
な
り
、
「
無
産
青
年
新
聞
」
配
布
網
が
左
派
グ
ル
ー
プ

だ
け
で
な
く
、
中
間
派
や
右
派
の
社
会
民
衆
党
に
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
多

 
（『群馬県労働運動史・上 先駆けの 
人びと』、1974年発行） 
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喜
二
奪
還
事
件
」
で
も
検
束
さ
れ
た
伊
勢
崎
町
（
現
伊
勢
崎
市
）
の
斎
藤
力
と
茂
呂
村
（
現

伊
勢
崎
市
）
の
菊
池
盛
男
が
、
十
ヶ
月
に
及
ぶ
留
置
を
経
て
、
保
釈
さ
れ
た
の
は
、
「
奪

還
事
件
」
直
前
の
七
月
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
社
会
民
衆
党
の
伊
勢
崎
支
部
員
で
あ
っ
た
が
、

『
戦
旗
』
を
読
み
、『
無
産
青
年
新
聞
』
を
普
及
す
る
社
会
民
衆
党
員
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
注

１
１
）
。
ま
た
、
こ
の
二
人
へ
の
執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
判
決
は
八
月
に
出
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
文
芸
講
演
会
の
九
月
六
日
は
国
際
無
産
青
年
デ
ー
で
あ
っ
た
。
ナ
ッ
プ
を

は
じ
め
、
左
翼
陣
営
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
左
傾
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
社
会
民
衆
党
の
組
織
が
絡
ん
で
い
た
の
で
は
、
公

然
と
し
た
ナ
ッ
プ
作
家
の
招
聘
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
『
無
産
青
年
新
聞
』
の
拡

張
を
推
進
し
、
弾
圧
で
二
人
の
犠
牲
者
も
出
し
て
お
り
、
「
佐
波
無
産
青
年
」
と
打
ち
出

す
こ
と
に
違
和
感
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
県
特
高
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

こ
れ
は
大
き
な
脅
威
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
群
馬
県
下
一
網
打
尽
と
し
た
は
ず
の
「
無
産

青
年
」
が
一
年
も
経
た
ず
に
復
活
し
、
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
多
喜
二
た
ち
ナ
ッ
プ
の
作
家

を
招
聘
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
芸
講
演
会
の
開
催
は
、
『
上
毛
大
衆
』
伊
勢

崎
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
左
傾
化
の
到
着
点
で
あ
っ
た
が
、
言
論
弾
圧
等
の
官
憲

に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
侵
略
戦
争
に
反
対
す
る
国
際
的
連
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
菊
池
（
小
林
）
邦
作
が
「
革
新
無
産
政
党
」
と
言
っ
た
意
味
も

理
解
で
き
よ
う
。
社
会
民
衆
党
の
地
方
の
一
支
部
、
あ
る
い
は
一
地
方
雑
誌
の
グ
ル
ー
プ

と
い
っ
て
も
、
侵
略
戦
争
に
反
対
し
、
国
民
主
権
を
め
ざ
し
た
日
本
共
産
党
に
接
近
し
つ

つ
あ
る
グ
ル
ー
プ
（
注
１
２
）

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 注
１
…
…
「
座
談
会
」（
『
随
筆
柿
』
所
収
、
一
九
六
七
年
）
の
発
言
、
同
趣
旨
の
こ
と
を
「
あ

り
し
日
の
小
林
多
喜
二
に
つ
い
て
」（
多
喜
二
没
後
六
十
周
年
記
念
集
会
の
講
演
、
一
九
九
三

年
四
月
十
八
日
）
で
も
述
べ
て
い
る
。
な
お
菊
池
敏
清
の
略
歴
は
裏
表
紙
、
文
芸
活
動
は
特

別
編
参
照
。 

注
２
…
…
「
座
談
会
」
（
『
随
筆
柿
』
所
収
、
一
九
六
七
年
）
の
発
言 

注
３
…
…
裏
表
紙
参
照
。
な
お
彼
の
表
記
は
一
般
的
に
は
「
菊
池
（
小
林
）
邦
作
」
と
し
、

小
林
姓
の
時
点
の
こ
と
は
「
小
林
邦
作
」
も
使
用
し
た
。 

注
４
…
…
「
群
馬
県
社
会
運
動
の
歩
み
（
下
）
」
の
「
（
ニ
）
伊
勢
崎
警
察
署
占
領
事
件
―
小

林
多
喜
二
を
迎
え
て
の
一
齣
」
（
『
労
働
運
動
史
研
究
』
所
収
、
一
九
六
十
年
一
月
号
） 

注
５
…
…
「
伊
勢
崎
町
の
社
会
民
衆
党
支
部
を
中
心
と
す
る
文
化
団
体
」（『
群
馬
県
史
』
、
一

九
九
一
年
）
、「
伊
勢
崎
町
の
社
会
民
衆
党
支
部
が
中
心
の
文
化
団
体
」（
『
伊
勢
崎
市
史
』
、
一

九
九
一
年
） 

注
６
…
…
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
三
日
よ
り
関
東
大
震
災
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
県

内
に
組
織
さ
れ
た
社
会
科
学
の
研
究
・
普
及
組
織
が
弾
圧
さ
れ
た
。
中
心
だ
っ
た
高
津
渡
は

公
判
中
に
病
死
、
二
五
年
十
二
月
大
審
院
で
藤
田
悟
、
川
村
恒
一
、
町
田
篁
、
尾
池
真
弓
は

実
刑
と
な
っ
た
。
小
林
邦
作
は
執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
で
あ
っ
た
。（
一
倉
喜
好
「
群
馬
県
青

年
共
産
党
事
件
」（
『
近
代
群
馬
の
行
政
と
思
想
・
そ
の
二
』
、
一
九
八
五
年
）
及
び 

同 

「
単

純
ナ
研
究
団
体
ニ
過
ギ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」（
『
近
代
群
馬
の
行
政
と
思
想
・
そ
の
五
』
、
一

九
八
八
年
）
） 

注
７
…
…
菊
池
（
小
林
）
邦
作
『
無
産
党
の
行
方
』
（
一
九
五
九
年
） 

注
８
…
…
丑
木
幸
男
「
無
産
運
動
の
分
裂
」（
『
群
馬
県
の
百
年
』、
一
九
八
九
年
）
の
「
無
産

政
党
支
部
一
覧
」
に
社
会
民
衆
党
伊
勢
崎
支
部
は
昭
和
四
年
十
一
月
二
十
日
に
六
十
名
で
発

足
し
て
い
る
。 

注
９
…
…
尾
池
真
弓
・
小
林
邦
作
・
岩
丸
波
太
郎
の
「
群
馬
県
青
年
共
産
党
事
件
」
の
被
告

の
グ
ル
ー
プ
が
単
純
な
右
傾
化
を
辿
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
日
本
共
産
党
の
合
法
的
機
関

紙
と
し
て
「
無
産
者
新
聞
」
が
一
九
二
五
年
九
月
に
発
行
さ
れ
る
と
、
尾
池
真
弓
は
群
馬
支

局
長
と
な
っ
た
。
彼
の
入
獄
に
よ
り
、
小
林
邦
作
が
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
労
働
農
民

党
か
ら
の
分
裂
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
分
裂
阻
止
に
奔
走
し
た
様
子
が
（
注
７
）
に
は
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。 

注
１
０
…
…
群
馬
に
お
け
る
三
・
一
五
事
件
で
は
、
一
時
共
産
党
中
央
委
員
長
に
な
っ
た
佐

野
文
夫
、「
群
馬
県
青
年
共
産
党
事
件
」
で
服
役
を
終
え
、
労
働
農
民
党
の
指
導
者
と
な
っ
て
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い
た
川
村
恒
一
、
無
産
者
新
聞
の
発
行
責
任
者
に
な
っ
た
佐
波
郡
玉
村
町
出
身
の
関
根
悦
郎
、

高
津
渡
の
盟
友
で
あ
っ
た
画
家
の
久
保
一
雄
、
旧
滝
川
村
斉
田
出
身
の
田
口
ツ
ギ
が
逮
捕
さ

れ
て
い
る
。
（
富
沢
実
『
群
馬
県
社
会
運
動
物
語
』
、
一
九
六
八
年
）
一
九
二
九
年
一
月
二
十

九
日
に
は
、
桐
生
の
朝
倉
健
太
郎
を
中
心
に
共
産
党
の
群
馬
県
党
組
織
が
結
成
さ
れ
、
県
内

に
お
い
て
、
入
党
工
作
が
進
め
ら
れ
た
（
「
日
本
共
産
党
の
六
十
年
・
群
馬
県
」
『
前
衛
』
一

九
八
四
年
十
二
月
号
所
収
）
。
四
・
一
六
事
件
の
検
挙
者
を
報
道
し
た
東
京
朝
日
新
聞
で
は
、

現
玉
村
町
の
関
係
者
と
し
て
旧
滝
川
村
板
井
の
羽
鳥
辰
之
助
、
佐
波
郡
芝
根
村
の
梅
沢
弥
七

も
入
党
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
（
群
馬
県
労
働
運
動
史
編
纂
委
員
会
『
群
馬
県
労
働
運
動
史

上
・
先
駆
け
の
人
び
と
』
、
一
九
七
四
年
）
四
・
一
六
事
件
で
共
産
党
の
県
党
組
織
は
壊
滅
し

た
。
そ
の
再
組
織
は
「
奪
還
事
件
」
以
後
と
な
る
。
ナ
ッ
プ
作
家
を
迎
え
、
検
束
か
ら
解
放

し
た
「
奪
還
事
件
」
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。 

注
１
１
…
…
『
無
青
』
弾
圧
事
件
の
半
年
前
の
五
月
に
は
、
斎
藤
力
と
菊
池
盛
男
は
伊
勢
崎

合
同
労
働
組
合
（
支
部
）
を
結
成
し
て
い
る
。
ま
た
「
奪
還
事
件
」
直
後
の
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
一
月
に
は
消
費
生
活
組
合
も
結
成
し
て
い
る
。（
『
伊
勢
崎
市
史
』
、
一
九
九
一
年
）

彼
等
は
無
産
政
党
無
力
論
に
傾
き
、
前
年
七
月
に
無
産
政
党
の
合
同
で
生
ま
れ
た
全
国
労
農

大
衆
党
佐
波
郡
支
部
を
解
散
し
て
い
る
。
（
「
上
毛
新
聞
」
一
九
三
二
年
一
月
二
十
一
日
付
朝

刊
）
こ
れ
ら
の
行
動
に
は
、
共
産
党
の
再
建
を
め
ざ
す
泉
吉
治
と
行
動
を
と
も
に
し
た
堤
源

寿
・
福
田
正
勝
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
く
。
二
人
は
二
月

十
一
日
の
反
建
国
祭
闘
争
を
菊
池
敏
清
と
と
も
に
闘
っ
て
い
る
（
「
東
京
朝
日
新
聞
群
馬
版
」

二
月
十
二
日
付
、
「
上
毛
新
聞
」
二
月
十
三
日
付
）
が
、
九
・
二
二
弾
圧
事
件
で
検
挙
さ
れ
、

と
も
に
懲
役
三
年
の
実
刑
を
受
け
て
い
る
。
（
富
沢
実
、
前
掲
書
） 

注
１
２
…
…
菊
池
（
小
林
）
邦
作
「
拷
問
」
（
『
随
筆 

柿
』
所
収
、
一
九
六
七
年
）
に
は
、

九
・
二
二
弾
圧
事
件
で
小
林
邦
作
の
受
け
た
拷
問
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、「
奪
還
事

件
」
以
後
前
橋
に
転
居
し
、
東
京
か
ら
の
オ
ル
グ
を
か
く
ま
っ
た
り
、「
赤
旗
」
三
部
を
極
秘

配
布
し
て
い
た
り
し
て
、
共
産
党
へ
接
近
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
再
建
さ
れ
た

共
産
党
の
群
馬
県
党
組
織
の
責
任
者
泉
吉
治
か
ら
入
党
審
査
を
受
け
た
こ
と
な
ど
も
書
か
れ

て
い
る
。 

 

２ 

『
群
馬
戦
線
』
と
『
上
毛
大
衆
』
の
概
要 

『
上
毛
大
衆
』
発
刊
の
契
機
と
な
っ
た
『
群
馬
戦
線
』
に
つ
い
て
も
考
察
の
対
象
と
す

る
必
要
が
あ
る
。
両
雑
誌
が
群
馬
県
近
現
代
史
研
究
の
中
で
全
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
上
に
、
残

念
な
が
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
し
て
の
側
面
か
ら
両
雑
誌
を
把
握
す
る
よ
う
な
所
論

に
は
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
と
の
関
連
で
両
雑

誌
を
把
握
し
た
研
究
も
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
資
料
集
の
名
称
は
、
本
来
な

ら
「
歴
史
的
前
提
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
し
、
「
文
学
的

前
提
」
と
し
た
。 

ま
ず
両
雑
誌
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る
が
、
『
群
馬
県
史
』
で
は
「
昭
和
三
年
十
月
に

日
本
労
農
党
県
連
合
会
の
首
脳
部
が
脱
党
し
て
社
会
民
衆
党
に
入
党
し
、
十
一
月
に
は
そ

の
機
関
誌
『
上
毛
大
衆
』
（
編
集
発
行
人
菊
池
重
作
、
主
筆
小
林
邦
作
）
を
創
刊
し
た
。

同
誌
は
創
刊
以
来
し
ば
し
ば
発
禁
処
分
を
受
け
（
四
回
）
、
同
五
年
八
月
か
ら
は
『
宣
戦
』

と
改
題
し
た
が
（
編
集
発
行
人
小
林
邦
作
）
、
直
ち
に
発
禁
処
分
に
な
っ
た
。
」
と
述
べ
て

い
る
。『
伊
勢
崎
市
史
』
で
は
『
群
馬
戦
線
』
に
も
触
れ
て
「
菊
池
光
好
の
編
集
す
る
『
群

馬
戦
線
』
の
創
刊
は
昭
和
三
年
十
一
月
で
あ
る
。
翌
十
二
月
に
は
『
上
毛
大
衆
』
が
創
刊

さ
れ
た
。
こ
れ
は
菊
池
重
作
の
編
集
で
あ
る
が
、
主
筆
の
小
林
邦
作
は
重
作
の
弟
で
、
東

京
高
等
蚕
糸
専
門
学
校
を
卒
業
、
蚕
種
業
の
か
た
わ
ら
意
欲
的
に
社
会
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
」
と
叙
述
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
簡
単
に
茂
呂
の
菊
池
家
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
何
人
も
の
菊
池
姓
が
登

場
し
、
混
同
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
次
頁
の
「
茂
呂
の
菊
池
家
略
系
図
」（
注
１
）

は
「
奪
還

事
件
」
に
関
連
す
る
範
囲
に
限
っ
て
あ
る
。
ま
ず
多
喜
二
た
ち
が
立
ち
寄
り
、
検
束
さ
れ

た
菊
池
敏
清
宅
の
菊
池
家
は
本
家
に
当
た
り
、
敏
清
は
第
十
三
代
当
主
と
い
う
位
置
に
あ
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茂呂の菊池家略系図 
 本

家 

    分
家 

         
              
と

ね 
  清

作 
 幸

八

  な

か 
 茂

作 
  た

ね         
                  
                  

 

敏
清
（
長
男
、
ナ
ッ
プ
会
員
、
自
宅
で
検
束
さ
れ
る
） 

  

正
（
四
男
、
当
時
小
三
、
多
喜
二
と
会
話
、
存
命
） 

は
る
子
（
次
女
、
茗
荷
の
味
噌
汁
を
提
供
、
存
命
） 

盛
男
（
次
男
、
奪
還
闘
争
を
開
始
後
、
検
束
さ
れ
る
） 

光
好
（
長
男
、
無
産
強
戸
村
の
農
会
技
術
員
） 

邦
作
（
次
男
、
小
林
家
に
婿
養
子
、
最
初
に
検
束
） 

重
作
（
長
男
、
茨
城
県
全
農
再
建
に
オ
ル
グ
移
住
） 

 

 

っ
た
。
次
に
本
家
に
対
し
、
比
較
的
早
く
分
家
し
た
家
系
は
通
称
「
新
田
（
し
ん
で
ん
）
」

と
呼
ば
れ
た
。
幸
八
・
な
か
夫
婦
は
八
人
の
子
ど
も
が
い
た
が
、
こ
の
「
新
田
」
宅
で
多

喜
二
た
ち
一
行
が
早
い
夕
食
を
食
べ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
家
の
敏
清
宅
と
「
新
田
」
宅
の

距
離
は
三
、
四
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
新
田
」
の
光
好
・
盛
男
兄
弟
と
重
作
・

邦
作
兄
弟
は
従
兄
弟
で
あ
っ
た
。
重
作
・
邦
作
の
父
茂
作
は
早
世
し
、
母
・
た
ね
は
実
家

に
戻
っ
た
た
め
に
、
茂
作
の
妹
に
あ
た
る
な
か
と
幸
八
の
夫
婦
が
残
さ
れ
た
子
ど
も
達
三

人
を
養
育
し
た
。
つ
ま
り
、『
群
馬
戦
線
』『
上
毛
大
衆
』
の
編
集
発
行
人
は
同
じ
茂
呂
村

の
、
従
兄
弟
同
士
で
あ
り
、
一
時
期
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
両
雑
誌
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
倉
喜
好
「
我
等
は
死
を
賭
し
て
も
、
我
が
『
群

馬
戦
線
』
を
守
る
！
」（
『
近
代
群
馬
の
行
政
と
思
想
』
第
四
巻
所
収
、
一
九
八
七
年
）
が

詳
し
い
。
一
倉
論
文
で
は
、
日
本
労
農
党
群
馬
県
支
部
連
合
会
の
幹
部
の
集
団
脱
党
と
社

会
民
衆
党
へ
の
入
党
の
経
緯
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
両
雑
誌
発
刊
の
経
過
が
跡
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
文
芸
欄
を
除
く
記
事
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
、
内
容
的
な
検
討
を
行
い
、

『
上
毛
大
衆
』
か
ら
『
宣
戦
』
へ
の
発
展
に
権
力
と
の
対
決
姿
勢
の
先
鋭
化
を
み
て
い
る

が
、
両
雑
誌
の
性
格
を
「
小
作
人
を
対
象
と
し
た
雑
誌
」
と
規
定
し
た
点
は
問
題
が
残
る

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
丑
木
幸
男
は
『
上
毛
大
衆
』・『
宣
戦
』
の
進
歩
性
に
つ
い
て
一

倉
論
文
を
受
け
て
、
「
同
誌
は
社
会
主
義
の
基
礎
理
論
の
解
説
、
文
芸
欄
の
設
置
な
ど
、

一
般
に
読
み
や
す
く
す
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
の
啓
蒙
を
お
こ
な
い
、
政

治
・
社
会
体
制
を
批
判
し
た
。
社
会
主
義
が
県
内
に
か
な
り
広
範
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
」（
注
２
）

と
高
く
評
価
し
て
お
り
、
本
稿
も
共
通
の
認
識
に
立
つ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
文
芸
欄
は
『
上
毛
大
衆
』
ば
か
り
で
な
く
、
『
群
馬
戦
線
』
に
も
設
置
さ
れ
て

い
た
。
本
稿
で
は
、
両
雑
誌
の
対
抗
関
係
よ
り
も
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
文
芸
欄
に
見
ら
れ
る
、

共
通
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
的
傾
向
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。 

注
１
…
…
菊
池
敏
清
監
修
『
茂
呂
の
菊
池
家
家
譜
』
（
一
九
七
七
年
）
、
菊
池
正
『
我
が
心
の

旅
路
（
上
）
』（
二
〇
〇
〇
年
）
、
菊
池
（
小
林
）
邦
作
「
母
」（
『
随
筆
柿
』
所
収
）
等
を
参
照

し
て
筆
者
が
作
成
。 

注
２
…
…
丑
木
幸
男
、
前
掲
書 

 

３ 

『
群
馬
戦
線
』
と
菊
池
光
好 

初
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
、
『
種
蒔
く
人
』
か
ら
『
文
芸
戦
線
』
に
発
展
し
た
。

ナ
ッ
プ
が
成
立
し
、『
戦
旗
』
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
、『
文
芸
戦
線
』
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
群
馬
出
身
者
で
は
、
新
井
紀
一
や
萩
原
恭
次

郎
、
岡
田
刀
水
士
等
が
作
品
を
載
せ
て
い
る
が
、
菊
池
光
四
次
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
菊
池
光

好
（
注
１
）

の
「
春
の
進
行
曲
」（
注
２
）

が
載
っ
た
の
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
の
五

月
号
で
あ
っ
た
。
菊
池
光
好
は
佐
波
郡
茂
呂
村
の
出
身
で
、
小
林
邦
作
と
は
、
従
兄
弟
で
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11 月号戦線俳壇 
 

12 月号戦線俳壇 

小澤南華 新田 東毛 
 
登坂城河 勢多   

半田葉仙 碓井   
 
石山虎眼子 山田 東毛 

鈴木健一 桐生 東毛 
 
岩井田貧女 桐生 東毛 

市川古山 埼玉   
 
櫻井國北 前橋   

對比地魚泉 邑楽 東毛 
 
山田てる女 邑楽 東毛 

佐藤華春 山田 東毛 
 
大川まさの 新田 東毛 

岡田サナイ子 新田 東毛 
 
富岡一水 北甘楽   

飯塚凡美 新田 東毛 
 
しづが女 新田 東毛 

櫻井其外 佐波   
 
小林錦糸 新田 東毛 

原田幸穂 桐生 東毛 
 
大内静枝 前橋   

斎藤松月 勢多   
 
宮澤元一郎 未記載   

町田六華 佐波   
 
小林喜月 新田 東毛 

五月女五山 勢多   
 
勧農子 佐波   

田村塊 佐波   
 
選者 (新田) 東毛 

大川利光 新田 東毛 
    

大島不倒翁 新田 東毛 
    

田部井紅柳 新田 東毛 
 
（選者の(新田)及び右側の 

吉岡一峯 碓井   
 

東毛については、筆者記入） 

選者 (新田) 東毛 
    

 

あ
っ
た
。
東
洋
大
学
文
学
部
に
進
む
が
、
途
中
で
帰
郷
す
る
。
詩
誌
な
ど
も
発
行
す
る
が
、

小
林
邦
作
の
影
響
で
、
思
想
講
演
会
な
ど
に
も
参
加
し
（
注
３
）
、
須
永
好
の
無
産
強
戸
村
の

農
会
技
術
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
須
永
好
の
右
腕
と
し
て
活
躍
す
る
。
こ
の
菊
池
光
好
と

葉
山
嘉
樹
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
正
路
淑
泰
「
葉
山
嘉
樹
と
〈
地
方
〉
」
（
『
社
会
文
学
』

第
一
九
号
所
収
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
特
別
な
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と

と
も
に
、
葉
山
嘉
樹
や
里
村
欣
三
な
ど
の
文
戦
派
と
須
永
好
の
強
戸
村
と
の
つ
な
が
り
も

明
ら
か
に
し
た
。
文
戦
劇
場
も
や
っ
て
き
て
い
る
。
早
く
か
ら
『
文
芸
戦
線
』
の
読
者
・

投
稿
者
で
あ
っ
た
菊
池
光
好
は
、
一
九
二
八
年
夏
頃
機
関
紙
発
行
の
話
し
が
盛
り
上
が
る

と
、
そ
の
準
備
の
中
心
と
な
り
、
日
本
労
農
党
県
連
幹
部
の
脱
党
事
件
の
最
中
に
も
、『
群

馬

戦

線
』
の

発
行
準

備
を
進

め
た
の

で
あ
る
。

創
刊
号

の
は
ず

の
十
月

号
は
ゴ

タ
ゴ
タ

の
中
で

発
行
で

き
ず
、

実
際
に

出
た
の

は
十
一

月
号
で
あ
っ
た
。
既
に
ナ
ッ
プ
が
成
立
し
、
『
戦
旗
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雑
誌
名
に
『
群
馬
戦
線
』
と
名
付
け
る
こ
と
は
、
文
戦
派
と
し
て
の
立
場
、
あ
る
い
は
親

近
感
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

総
合
雑
誌
の
形
式
で
発
行
さ
れ
た
『
群
馬
戦
線
』
に
つ
い
て
も
、
一
倉
喜
好
に
よ
っ
て
、

そ
の
内
容
等
が
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
文
芸
欄
の
追
求
は
さ
れ
て
い
な
い
（
注
４
）
。
本
稿
も

テ
ク
ス
ト
の
文
学
的
な
読
解
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
作
者
・
作
品
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
志
向
を
確
認
す
る
と
い
う
最
低
限
の
作
業
に
と
ど
め
た
い
。 

創
刊
号
の
十
一
月
号
に
載
せ
ら
れ
た
「
農
村
風
刺
劇
」
と
さ
れ
た
戯
曲
茂
呂
光
吉
「
西

瓜
畑
の
糞
」
は
、
菊
池
光
好
の
作
品
で
あ
る
。
小
作
人
彌
助
の
西
瓜
畑
の
西
瓜
が
盗
ま
れ
、

そ
こ
に
残
さ
れ
た
糞
を
拭
い
た
紙
片
か
ら
、
犯
人
が
地
主
で
あ
る
と
判
明
す
る
小
品
で
あ

る
。
巡
査
が
地
主
の
肩
を
も
つ
様
子
が
リ
ア
ル
で
あ
る
。
最
後
の
吉
太
郎
の
「
な
あ
、
俺

達
は
地
主
と
そ
の
親
類
み
て
え
な
奴
を
世
の
中
か
ら
追
っ
払
ふ
ま
で
戦
ふ
ん
だ
よ
。
」
と

い
う
言
葉
が
、
主
題
そ
の
も
の
を
伝
え
て
い
る
。 

十
二
月
号
に
は
、
菊
池
光
好
は
茂
呂
光
吉
名
で
「
野
良
に
咲
く
花
」
と
い
う
小
説
を
載

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
幸
作
」
と
「
お
君
」
の
物
語
で
あ
る
。
二
人
に
は
互
い
に
結
婚
し

よ
う
と
い
う
想
い
は
あ
る
が
、「
お
君
」
は
東
京
に
出
て
、「
夫
婦
共
稼
ぎ
の
生
活
」
に
憧

れ
る
。
し
か
し
、
「
幸
作
」
は
「
野
良
に
踏
み
止
ま
」
る
と
決
意
し
た
胸
中
を
な
か
な
か

言
葉
に
で
き
な
い
で
い
た
が
、
と
う
と
う
彼
は
「
組
合
」
（
農
民
組
合
）
を
「
裏
切
」
れ

な
い
、
「
死
ん
だ
っ
て
組
合
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
を
語
る
の
で
あ

る
。
一
月
号
は
、
自
ら
の
小
説
で
発
禁
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
『
群
馬
戦
線
』
は
廃
刊
と
な

っ
た
が
、
こ
の
二
作
品
を
見
る
限
り
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

十
一
月
号
に
は
菊
池
光
好
の
戯
曲
以
外
に
短
歌
と
俳
句
、
十
二
月
号
に
は
彼
の
小
説
以

外
に
詩
と
俳
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
俳
句
の
み
選
者
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
大

川
帆
三
」
は
、
日
本
労
農
党
県
連
混
乱
の
中
で
書
記
長
と
な
っ
た
大
川
三
郎
で
あ
る
。
十

二
月
号
に
選
者
の
講
評
が
載
っ
て
お
り
「
生
活
の
表
現
―
―
個
性
の
発
揮
等
」
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
俳
句
に
は
、
作
者
の
住
所
地
も
付
い
て
お
り
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
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を
見
る
と
、
強
戸
村
の
あ
る
新
田
が
約
三
分
の
一
で
、
新
田
を
含
む
東
毛
（
群
馬
東
部
）

で
は
半
数
を
越
し
て
い
る
。
多
く
が
農
民
や
小
作
人
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
農
民
組
合

が
村
議
会
で
多
数
を
占
め
、
村
長
を
指
名
し
た
無
産
強
戸
村
を
支
え
た
力
の
一
つ
に
、
農

民
大
学
な
ど
の
教
育
活
動
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
４
）

が
、
そ
れ
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
一
倉
喜
好
が
「
小
作
人
を
対
象
と
し
た
雑
誌
」
と
定
義
し

た
の
は
『
群
馬
戦
線
』
に
つ
い
て
は
当
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。 

一
二
月
に
は
、
三
編
の
詩
が
載
っ
て
い
る
。
ど
れ
も
戦
い
の
気
迫
に
満
ち
た
詩
で
あ
る
。

木
暮
正
一
「
不
作
だ
い
」
は
「
遊
ん
で
る
奴
等
」
に
「
俺
ら
の×

×

の
要
求
を
は
た
き
突

け
ろ
」
と
あ
る
。
小
松
文
吾
「
前
進
せ
よ
」
は
「
若
き
闘
士
」
に
「
敵
塁
め
が
け
て
突
進

せ
よ
」
と
呼
び
か
け
る
。 

最
後
が
光
好
の
弟
の
盛
男
で
あ
る
。
「
友
よ
！
奮
ひ
起
て
」
は
ま
だ
戦
い
の
戦
列
に
加

わ
っ
て
い
な
い
「
友
」
、
未
来
の
「
同
志
」
に
、
「
正
義
の
た
め
に
」
「
起
っ
て
、
奮
ひ
立

っ
て
友
よ 

×
×

を
打
ち
建
て
ろ
」
と
結
ん
で
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
『
群
馬
戦
線
』
文
芸
欄
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
規
定
す

る
こ
と
に
大
き
な
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
民
衆
自
身
が
主
体
的
・
意
識
的
に
文

学
の
創
造
に
参
加
し
た
社
会
活
動
と
し
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
。 

 

注
１
…
…
菊
池
光
好
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
〜
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
、 

文
芸
誌
『
か
ぶ
ら
は
ん
』
に
彼
の
「
強
戸
農
民
運
動
史
」
が
連
載
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。 

注
２
…
…
「
春
の
進
行
曲
」
全
文
（
下
段
） 

注
３
…
…
「
春
の
進
行
曲
」
の
副
題
が
「
高
津
渡
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 

注
４
…
…
一
倉
喜
好
「
我
等
は
死
を
賭
し
て
も
、
我
が
『
群
馬
戦
線
』
を
守
る
！
」
（
『
近
代

群
馬
の
行
政
と
思
想
』
第
四
巻
所
収
、
一
九
八
七
年
）
、
須
永
徹
『
未
完
の
昭
和
史
』
（
１
９

８
６
）
に
よ
る
と
、
創
刊
予
定
だ
っ
た
巻
に
「
ま
る
く
す
・
ぼ
う
い
」
、
発
禁
号
に
は
発
禁
の

理
由
と
な
っ
た
「
村
の
子
供
た
ち
」
と
い
う
光
好
の
小
説
が
載
る
予
定
で
あ
っ
た
。 

注
５
…
…
前
掲
、
小
正
路
淑
泰
論
文
。 

                    

４ 

『
上
毛
大
衆
』
同
人
と
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」 

次
に
『
上
毛
大
衆
』
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
昭
和
三
年
十
二
月
創
刊
号
か
ら
ほ
ぼ
継
続

し
て
、
昭
和
五
年
一
月
号
ま
で
発
行
さ
れ
、
前
出
の
一
倉
論
文
に
よ
る
と
昭
和
五
年
二
月
、

三
月
に
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
が
発
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
上
毛
大
衆
』
を
改

題
し
た
『
宣
戦
』
八
月
号
が
発
行
さ
れ
、
発
禁
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
廃
刊
と
な
っ
た
。
昭
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和
四
年
三
月
号
は
発
禁
、
六
月
号
と
十
月
号
は
休
刊
で
三
号
が
欠
け
て
い
る
。
だ
が
発
禁

の
昭
和
四
年
九
月
号
と
昭
和
五
年
『
宣
戦
』
八
月
号
は
保
存
さ
れ
て
お
り
、
十
二
号
が
現

存
し
て
い
る
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
つ
い
て
は
、
一
倉
論
文
で
知
る
の
み
で
あ
る
。 

文
芸
の
特
徴
を
見
る
と
、
残
さ
れ
た
全
号
に
文
芸
欄
が
あ
る
上
に
、
二
回
の
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ヤ
文
芸
号
」
（
昭
和
四
年
八
月
号
・
同
五
年
一
月
号
）
が
組
ま
れ
て
い
る
。 

昭
和
四
年
二
月
号
に
載
っ
た
『
上
毛
大
衆
』
の
同
人
二
十
九
人
（
本
書
七
十
一
頁
）
の

中
で
「
奪
還
事
件
」
の
関
係
し
た
者
を
表
に
「
○
」
で
示
し
た
。
こ
れ
は
、
菊
池
（
小
林
）

邦
作
の
「
奪
還
事
件
」
の
回
想
や
記
録
か
ら
特
定
し
た
も
の
で
七
人
い
る
。
そ
の
う
ち
六

人
が
地
元
活
動
家
で
あ
る
。
小
林
邦
作
は
菊
池
敏
清
宅
で
多
喜
二
と
と
も
に
検
束
さ
れ
、

検
束
を
逃
れ
た
菊
池
盛
男
は
、
講
演
会
会
場
の
共
栄
館
に
駆
け
つ
け
、
奪
還
闘
争
を
開
始

し
、
解
放
の
陳
情
の
中
で
検
束
さ
れ
て
い
る
。
二
人
と
も
茂
呂
村
で
あ
る
が
、
小
林
邦
作

は
茂
呂
村
今
泉
で
あ
る
。
岡
田
熟
は
豊
受
村
（
現
伊
勢
崎
市
）
の
活
動
家
、
澁
澤
廣
吉
は

茂
呂
村
で
あ
る
。
弥
勒
寺
清
は
采
女
村
（
現
伊
勢
崎
市
）
の
小
作
争
議
を
闘
っ
た
農
民
活

動
家
で
あ
っ
た
。
吉
田
庄
蔵
は
茂
呂
村
今
泉
の
吉
田
印
刷
社
長
で
あ
り
、
文
芸
講
演
会
を

決
行
し
、
そ
の
中
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
他
に
菊
池
重
作
と
村
田
一
が
茂
呂

村
で
あ
る
が
、
菊
池
重
作
は
全
農
中
央
の
要
請
で
茨
城
県
に
オ
ル
グ
派
遣
さ
れ
て
い
た
。 

応
援
に
駆
け
つ
け
た
遠
藤
可
満
（
か
ま
ん
）
は
、
警
察
側
と
の
交
渉
の
中
心
の
一
人
に

な
っ
た
。
こ
の
遠
藤
可
満
と
岩
丸
波
太
郎
・
尾
池
真
弓
・
小
林
邦
作
の
四
人
は
、
日
本
労

農
党
か
ら
社
会
民
衆
党
へ
の
鞍
替
え
を
推
進
し
た
仲
間
で
あ
る
。
遠
藤
可
満
の
談
話
に

「
前
橋
だ
け
で
も
三
十
人
行
っ
た
。
尤
も
こ
の
中
に
大
胡
の
連
中
も
い
た
。
」
と
あ
る
。

こ
の
日
、
県
議
選
に
全
国
労
農
大
衆
党
か
ら
立
候
補
し
て
い
た
尾
池
真
弓
の
演
説
会
が
大

胡
で
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
候
補
者
の
尾
池
真
弓
は
駆
け
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

岩
丸
波
太
郎
は
当
然
駆
け
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
遠
藤
可
満
の
「
大
胡
の
連
中
」
と
い
う
言

い
回
し
に
岩
丸
波
太
郎
の
存
在
を
感
じ
る
が
、
確
認
で
き
な
い
の
で
、
「
△
」
と
し
た
。 

 

５ 

『
上
毛
大
衆
』
の
散
文
に
つ
い
て 

 

散
文
は
、
小
説
十
五
作
品
、
戯
曲
三
作
品
、
随
筆
三
作
品
、
評
論
六
作
品
の
二
十
六
編

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
に
渡
っ
て
の
言
及
は
避
け
て
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な
こ
と

に
触
れ
る
。 

 

ま
ず
全
体
と
し
て
小
説
が
半
分
以
上
で
あ
る
が
、
評
論
の
比
重
が
小
さ
く
な
い
。
昭
和

四
年
一
月
号
に
尾
池
真
弓
が
「
マ
ル
ク
ス
学
説
の
大
要
」
と
い
う
科
学
的
社
会
主
義
の
入

門
を
書
い
て
お
り
、
社
会
主
義
理
論
へ
の
関
心
が
高
い
の
が
、
文
芸
評
論
重
視
に
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
理
論
に
つ
い
て
、
吉
田
庄
蔵
が
「
文
学
の
本
質
に

就
い
て
」
「
新
興
文
学
発
生
の
理
論
的
根
拠
」
で
扱
っ
て
い
る
。
吉
田
庄
蔵
は
、
敗
戦
直

後
に
『
潮
流
』
を
発
行
し
、
一
躍
『
潮
流
』
を
全
雑
誌
に
し
た
。
岡
本
哲
哉
「
地
方
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
芸
雑
誌
の
任
務
に
つ
い
て
」
や
内
山
繁
「
文
芸
運
動
の
任
務
」
で
は
、
群
馬

 
『上毛大衆』同人一覧における奪還事件参加者 

『上毛大衆』同人 事件参加 小林文右衛門  

岩丸波太郎 △応援 駒崎力三  

内川良雄  澁澤廣吉 ○ 

内山留一郎  杉田謙作  

遠藤可満 ○応援 田村栄太郎  

尾池真弓  藤田睨  

大澤要  町田六合三  

大澤芝秋  マッド・アップル  

大野勇喜  宮川善三  

岡田熟 ○ 三好徳次  

川島健司  弥勒寺清 ○ 

菊池重作  村田一  

菊池盛男 ○検束 柳田幸太郎  

光山玉次  山銅喜八郎  

小林邦作 ○検束 吉田庄蔵 ○ 
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『上毛大衆』文芸欄の散文 

昭和 3年 12月号 ― ―  

昭和 4年 1月号 小説 杉田謙作 彼とおきん 

 小説 大澤要 誓文奇譚 

 評論 吉田庄蔵 文学の本質に就いて 

昭和 4年 2月号 小説 杉田謙作 久闊 

 小説 大澤要 モデル成金 

昭和 4年 3月号発禁 ― ―  

昭和 4年 4月号 ― ―  

昭和 4年 5月号 小説 石田龍蔵 姿態 

昭和 4年 6月号休刊 ― ―  

昭和 4年 7月号 小説 小林邦作 義民高橋五太夫 

 小説 素地文村 印旛の渡し 

昭和 4年 8月号 戯曲 榛名杏二郎 戯曲 夜 

プロレタリヤ文芸号 随筆 美津山晃 モダーン文学ボーイを退治せよ 

 小説 磯田沙路 検束 

 戯曲 赤城甘人 戯曲 国定忠治 

 評論 吉田庄蔵 新興文学発生の理論的根拠 

 評論 岡本哲哉 地方プロレタリア文芸雑誌の任務に就いて 

 評論 内山繁 文芸戦線を如何に闘うべきか 

 随筆 尾池真弓 芸術の苦笑・上州小唄のことども 

昭和 4年 9月号発禁 戯曲 榛名杏二郎 戯曲 夜 

 評論 島武吉房 文芸論陣 我々はかく批評する 

昭和 4年 10月号休刊 ― ―  

昭和 4年 11月号 随筆 松村文一路 随筆 秋が来たけれど 

 小説 S.K. 女給・女車掌 

 小説 素地文村 艶書事件 

昭和 4年 12月号 小説 大野金治 女工になった妹からの手紙 

昭和 5年 1月号 小説 渡良瀬潤 下獄 

プロレタリヤ文芸号 小説 大野金治 がんばる 

 小説 茂呂光吉 駈落ちしたお葉 

 小説 小林邦作 ある懺悔 

昭和 5年 8月号発禁 評論 内山繁 文芸運動の任務 

『宣戦』に改題    

 

県
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
課
題
や
運
動
内
部
の
矛
盾
点
な
ど
が
探
ら
れ
て
い
る
。
後
述

す
る
。 

小
説
で
は
、
同
人
で
も
あ
る
杉
田
謙
作
が
二
つ
の
小
説
を
載
せ
て
い
る
。
彼
の
本
名
は

斎
藤
近
衛
で
東
洋
大
学
を
卒
業
し
、
当
時
前
橋
地
方
検
事
局
書
記
で
あ
っ
た
。
主
筆
の
小

林
邦
作
が
二
つ
の
作
品
を
載
せ
て
い
る
が
、
「
あ
る
懺
悔
」
は
、
警
察
官
の
拷
問
・
冤
罪

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
磯
田
沙
路
「
検
束
」
、
渡
良
瀬
潤
「
下
獄
」
は
、
当
時
の
活
動
の

困
難
さ
を
伝
え
て
い
る
。
「
下
獄
」
は
、
一
九
二
三
年
の
「
群
馬
青
年
共
産
党
事
件
」
で

一
四
人
が
起
訴
さ
れ
、
う
ち
四
人
が
大
審
院
で
実
刑
と
な
っ
た
。
彼
等
の
服
役
の
日
（
下

獄
）
を
待
つ
日
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
林
邦
作
「
義
民
高
橋
吾
太
夫
」、
素
地
文
村
「
印

旛
の
渡
し
」
、
赤
城
甘
人
「
戯
曲 

国
定
忠
治
」
等
は
歴
史
小
説
で
あ
る
。
ま
た
、
榛
名

杏
二
郎
「
戯
曲 

夜
」
、
Ｓ
Ｋ
「
女
給
・
女
車
掌
」、
大
野
金
治
「
女
工
に
な
っ
た
妹
か
ら

の
手
紙
」
は
労
働
現
場
を
背
景
に
し
た
作
品
で
あ
る
。
小
説
で
は
最
後
に
、『
群
馬
戦
線
』

の
編
集
発
行
人
で
あ
っ
た
菊
池
光
好
の
作
品
「
駈
落

ち
し
た
お
葉
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
く
。 

随
筆
の
松
村
文
一
路
「
秋
が
来
た
け
れ
ど
」
は
、

地
方
新
聞
記
者
の
日
常
の
様
子
や
伊
勢
崎
で
の
生

活
の
想
い
を
叙
述
す
る
。
「
松
村
文
一
路
」
は
創
刊

号
に
詩
「
莨
（
た
ば
こ
）
の
煙
り
」
を
書
い
た
松
村

文
一
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
、『
須
永
好
日
記
』（
一
九
六
八
年
）
の
昭
和
四
年

五
月
十
九
日
に
「
朝
日
新
聞
伊
勢
崎
通
信
員
松
村
文

一
郎
君
来
訪
」
と
あ
り
、
記
事
の
依
頼
等
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
彼
は
「
朝
日
新
聞
伊
勢
崎
通
信
員
」

だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
昭
和
三
年
秋
に
赴
任
し
、

約
一
年
経
過
し
た
時
点
の
随
筆
で
あ
る
。
奪
還
事
件

は
二
年
後
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
彼
が
伊
勢
崎
通
信
員

と
し
て
在
職
し
て
い
る
な
ら
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の

「
奪
還
事
件
」
関
連
記
事
、
中
で
も
、
九
月
八
日
付

夕
刊
の
「
伊
勢
崎
電
話
」
の
記
事
「
ナ
ッ
プ
系
文
士 

奪
還
で
乱
闘
」
は
彼
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 
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６ 

『
上
毛
大
衆
』
の
韻
文
に
つ
い
て 

韻
文
は
、
近
代
詩
が
五
十
五
作
品
、
作
詞
が
六
作
品
、
短
歌
が
延
べ
四
十
一
人
の
計
二

百
六
首
、
俳
句
は
十
五
人
の
五
十
九
句
あ
る
。 

群
馬
県
は
萩
原
朔
太
郎
の
出
身
地
で
あ
り
、
多
く
の
詩
人
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
を
輩

出
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
。 

左
の
表
の
中
で
、
奪
還
事
件
に
名
前
が
登
場
す
る
の
は
、
弥
勒
寺
清
、
菊
池
盛
男
、
島

田
登
司
で
あ
る
。
前
二
者
は
同
人
で
も
あ
る
。
島
田
登
司
は
豊
受
村
在
住
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
伊
勢
崎
在
住
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
東
京
朝
日
新
聞
伊
勢
崎
通
信
員
の
松
村
文
一

郎
、
三
郷
村
（
現
伊
勢
崎
市
）
の
童
謡
詩
人
の
横
堀
真
太
郎
、
茂
呂
村
で
菊
池
光
好
と
詩

集
を
出
し
て
い
た
岡
部
宇
一
郎
、
同
じ
く
茂
呂
村
の
菊
池
豊
吉
、
村
田
一
の
名
前
が
あ
る
。 

左
傾
化
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
原
島
清
「
奴
隷
解
放
宣
言
」
に
お
い
て
「
帝
国
主
義

戦
争
絶
対
反
対
」
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
、
潮
喬
二
「
俺
等
の
戦
場
へ
行
か
う
で
」
は
、

「
血
塗
ら
れ
た
一
九
二
八
、
一
九
二
九
」、
つ
ま
り
、「
三
・
一
五
と
四
・
一
六
」
の
犠
牲

者
を
「
兄
貴
達
」
と
慕
い
、
「
渡
政
と
山
宣
」
を
犠
牲
の
象
徴
と
見
て
、
共
産
党
の
立
場

に
立
ち
き
っ
て
い
る
。 

 
『上毛大衆』の詩人、詩題一覧 

昭和 3年 12 月号 松村文一郎 莨の煙り 

 弥勒寺清 捨てられた狗を歌う 

昭和 4年 1月号 鳥島健三郎 工場の煙 

 菊池盛男 奴等の夢を破る 

 村田一 プロを歌ふ 

 菊池豊吉 貧苦に生育する生命 

 島唐樹 麥の芽 

 立見生 右と左り 

 岡部宇一郎 夢 

 横堀真太郎 放浪生活詩 

 椎之木源太郎 失業して 

昭和 4年 2月号 岡田實 我等の太陽 

 シドノ・マイケル 夕ぐれ 

 菊池盛男 吹雪 

 村田一 あかつき 

 吉田とり子 悶え 

 新井彌一 戦線へ 

昭和 4 年 4月号 吉田とり子 めしい鳥 

 松井三七 草 

 同上 女工行進曲 

昭和 4年 7月号 松井三七 春・月夜 

 茂木とく A 梅雨期の空 

 同上 B 夕 

昭和 4 年 8月号 野守知象 午後の寸描 

プロレタリヤ文芸号 沖黄 銀座裏にて 

 同上 閨房にて 

 同上 蜜蜂は 

 同上 桃林にて 

 寿満子 夫に贈る言葉 

 遠山麗子 歓喜 

 吉田とり子 工業地の朝 

 海老原武 酒に眠りを求めて 

 H 生 道草 

 村田一 俺れ達の仕事場 

 菊池盛男 おゝ牛車よ 

 シドノ・マイケル 仕官式 

昭和 4 年 9月号 潜彌勤 硝子玉の眼 

 磯田沙路 九月二題 

 沖黄 廻転と旋転と輾転と 

 相場誠哉 入営する弟よ 

 島田登司 崖の上の人間よ 

 高木孫次郎 プロの途上感 

 羽尾島子 思慕 

 茂木とく 秋の夜 

 齋藤代志緒 或る人に 

昭和 4年 11 月号 潜美六 雨にたたかれた安燈骨程お前は細い 

 遠山麗子 小さな争いだが……。 

 鈴木つるの 上簇終了の夕 

 須満子 きよ坊の最後 

 シドノ・マイケル 夜のおもひ 

 島唐見 みのる おかだにおくる 

 渡邊昌月 落日 

昭和 5 年 8月号 原島清 奴隷解放宣言 

『宣戦』に改題 島田登司 宣戦布告 

 潮喬二 俺等の戦場へ行かうで 

 同上 税金に苦しむ 
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次
に
短
歌
・
俳
句
で
あ
る
。
俳
句
よ
り
短
歌
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
「
奪

還
事
件
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
茂
呂
村
の
渋
澤
要
が
い
る
。
彼
は
一
九
六
七
年
の
「
伊
勢

崎
署
占
領
事
件
の
真
相
を
語
る
座
談
会
」
に
出
席
し
て
い
る
の
で
、
事
件
に
関
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

散
文
や
詩
の
作
者
と
同
じ
人
が
書
い
て
い
る
例
が
何
例
か
あ
る
。
小
説
で
は
、
磯
田
沙

路
と
渡
良
瀬
潤
で
あ
る
。
と
も
に
小
説
と
対
応
す
る
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
磯
田
の
「
検
束
」
に
「
金
さ
ん
の
美
し
い
横
顔
が
淡
い
電
燈
の
光
り
に
照
さ
れ
て
青
白

く
…
…
彼
女
は
う
つ
む
い
た
ま
ま
何
か
深
い
思
案
に
更
け
っ
て
い
た
。
」
と
あ
る
が
、
歌

の
一
つ
に
「
留
置
場
の
中
で
な
ぐ
さ
め
あ
い
ま
し
た
社
会
主
義
者
の
異
国
の
少
女
」
と
あ

る
。
ま
た
渡
良
瀬
の
歌
は
「
留
置
場
」
「
監
獄
」
の
日
常
風
景
と
そ
の
悲
哀
を
詠
っ
て
い

る
が
、
小
説
「
下
獄
」
と
響
き
あ
っ
て
い
る
。 

短
歌
で
作
者
が
詩
と
重
な
る
の
は
、
六
人
い
る
。
シ
ド
ノ
・
マ
イ
ケ
ル
、
吉
田
と
り
子
、

原
島
清
、
斎
藤
代
志
緒
、
遠
山
麗
子
、
寿
満
子
で
あ
る
。 

 

７ 

『
宣
戦
』
掲
載
の
文
芸
評
論
を
め
ぐ
っ
て 
 

散
文
の
と
こ
ろ
で
若
干
触
れ
た
が
、
内
山
繁
「
文
芸
運
動
の
任
務
」
は
『
上
毛
大
衆
』

グ
ル
ー
プ
の
内
部
事
情
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
達
の
当
面
し
た
課
題
等
を
鮮
明
に
伝
え

て
い
る
。 

 

内
山
は
、
論
文
の
前
書
き
で
「
同
志
島
田
の
態
度
を
批
判
す
る
た
め
書
か
れ
た
」
が
、

『上毛大衆』の歌人、歌題 

昭和 3年 12 月号 田澤連三 あの頃の歌 10 首 

  彦星生 思ひ出 4 首 

昭和 4 年 1月号 シドノ・マイケ 山をくだり 4 首 

  小林文雨朗 生活雑片 7 首 

  小林あき子 最低に病みて 5 首 

  金子角司 新生活に起ちて 5 首 

  田澤きわ子 × 3 首 

昭和 4 年 2月号 小林文面朗 春頭雑詠 8 首 

  小林きわ子 かなしき早春 4 首 

  吉田とり子 歳末雑詠 4 首 

  赤石 N子 思ひ出 4 首 

  ○△生 春日雑詠 5 首 

昭和 4 年 4月号 荻島獨穂 訓練所雑感 9 首 

  連無三 時事漫歌 6 首 

  吉田とり子  （無題） 5 首 

  芙三雄  （無題） 5 首 

昭和 4 年 7月号 渋澤要 惨めなれども 6 首 

  楢山嵐 澁澤廣吉氏に寄す 5 首 

昭和 4 年 8月号 磯田沙路 断片 10 首 

プロレタリヤ文芸 渡良瀬潤 牢獄にて 9 首 

  渋澤要 惨めなれども 7 首 

  楢愴一 心の断面 5 首 

  中村庸吉 手紙の因果片々 5 首 

  遠山麗子 追憶 4 首 

  鈴木富士江 たへがたき熱情 4 首 

  羽尾島子 × 1 首 

昭和 4 年 9月号 原島清 雄辯大会 7 首 

  渡邊静七郎 失業者の歌 7 首 

  楢愴一 心の断面 7 首 

  齋藤代志緒 労働者の唱へる 5 首 

  美津山晃 馬鈴薯 4 首 

  遠山麗子 愁想 4 首 

  小野里雅秋 真夏の桑原にて 3 首 

  野村榮一 × 1 首 

  齋藤好 有権者に 1 首 

  吉田とり子 亡き父 3 首 

昭和 4 年 11 月号 磯田沙路 若き同志におくる 5 首 

  原島清 発禁に抗して 6 首 

  遠山麗子 秋日 5 首 

  須満子 × 5 首 

  齋藤代志緒 俺の心 3 首 

 
『上毛大衆』の俳人 

昭和 3年 12 月号 赤城子 4 句 

  五山 5 句 

  翠山 5 句 

昭和 4 年 1月号 赤城子 3 句 

  白鳥 5 句 

  町田印刀子 5 句 

  せきりや庵 2 句 

  乾峰月 4 句 

  大澤芝秋 4 句 

昭和 4 年 2月号 久保田白鳥 10 句 

  桃源 6 句 

  静代女 2 句 

  閑々保 2 句 

  吉田とり子 1 句 

昭和 4 年 4月号 田代しで帆 1 句 
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（『文芸戦線』復刻版別冊索引より） 

島
田
は
「
誤
謬
を
精
算
し
」
た
た
め
、
彼
自
身
に
は
も
う
必
要
は
な
い
が
、「
多
く
の
人
々

の
陥
り
易
い
誤
謬
」
だ
か
ら
、
あ
え
て
発
表
す
る
と
し
た
。 

 

島
田
は
、
上
毛
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
同
盟
を
組
織
し
、
機
関
誌
『
血
と
汗
』
を
創
刊
す

る
予
定
だ
が
、
内
山
は
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
）
芸
術
運
動
の
機
能
は
大
衆
の
「
ア
ジ
プ
ロ
」

に
あ
る
と
し
、
実
践
闘
争
へ
の
プ
ロ
詩
プ
ロ
短
歌
の
利
用
（
ビ
ラ
と
か
朗
読
会
、
会
合
時
）

を
強
調
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
特
定
の
発
表
機
関
（
こ
の
場
合
、
詩
誌
で
あ
る
『
血
と
汗
』
）

は
必
要
の
な
い
も
の
と
い
い
、
さ
ら
に
、
現
段
階
で
は
、
一
部
門
の
特
殊
雑
誌
の
創
刊
は

我
々
の
運
動
の
拡
大
化
を
阻
止
す
る
と
ま
で
言
っ
て
否
定
し
て
い
る
。
内
山
は
、
各
分
野

を
担
当
す
る
各
部
門
の
一
大
総
合
的
な
雑
誌
が
絶
対
的
に
必
要
だ
と
主
張
し
、
ナ
ッ
プ
の

発
展
過
程
に
な
ぞ
ら
え
た
り
、
真
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
党
は×

×

党
一
つ
だ
か
ら
、

同
じ
よ
う
に
県
下
の
階
級
雑
誌
は
『
宣
戦
』
た
だ
一
つ
と
言
い
切
っ
て
い
る
。 

 

以
上
の
中
か
ら
、
島
田
の
上
毛
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
同
盟
と
詩
誌
『
血
と
汗
』
の
構
想

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
る
前
に
、
「
誤
謬
を
精
算
」
し
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
実
現
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
島
田
登
司
は
詩
を
二
編
載

せ
て
い
る
が
、
『
宣
戦
』
の
「
宣
戦
布
告
」
は
、
ま
さ
に

権
力
と
の
全
面
対
決
を
志
向
し
、
民
衆
の
団
結
に
よ
る
ゼ

ネ
ス
ト
で
「
世
界
は
俺
た
ち
の
も
の
だ
」
と
し
て
、
「
俺

達
の
自
由
は
闘
争
の
な
か
で
哄
笑
（
わ
ら
）
っ
て
ゐ
た
」

と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
島
田
の
県
下
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人

の
連
合
と
い
う
構
想
は
、
約
八
ヶ
月
後
の
昭
和
六
年
四
月
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
歌
集
『
全
線
』
の
刊
行
と
い
う
全
く
別

の
形
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

８ 

『
全
線
』
刊
行
の
意
義 

 

こ
こ
で
視
点
を
全
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の

展
開
と
重
ね
て
、
県
内
の
状
況
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。 

 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
発
展
を
『
種
蒔
く
人
』
か
ら
『
文
芸
戦
線
』
へ
、
次
の
段

階
を
ナ
ッ
プ
の
結
成
と
『
戦
旗
』
の
発
行
、
『
文
芸
戦
線
』
の
変
化
と
考
え
た
い
。 

 

佐
波
郡
宮
郷
村
（
現
伊
勢
崎
市
）
出
身
で
、
大
杉
栄
と
親
交
が
あ
り
、
一
九
二
〇
（
大

正
九
）
年
の
日
本
社
会
主
義
同
盟
創
立
大
会
に
も
出
席
し
た
根
岸
正
吉
が
労
働
詩
集
『
ど

ん
底
で
詠
ふ
』
を
発
刊
し
た
（
注
１
）

が
、
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
は
死
去
し
た
。
前
橋

の
萩
原
恭
次
郎
が
上
京
し
た
の
が
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
で
あ
り
、
『
種
蒔
く
人
』
に

詩
を
載
せ
て
い
る
。
彼
は
次
第
に
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
傾
き
、
詩
誌
『
赤
と
黒
』
を
発
刊
、

村
山
知
義
等
と
『
マ
ヴ
オ
』
を
出
し
た
。
恭
次
郎
は
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
は
、

詩
集
『
死
刑
宣
告
』
を
発
刊
し
、
衝
撃
を
与
え
た
。
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
の
詩
誌
『
文
芸
解

放
』『
バ
リ
ケ
ー
ド
』
を
出
す
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
帰
郷
し
て
い
る
（
注
２
）
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
二
年
余
り
草
野
心
平
が
群
馬
に
住
ん
だ
こ
と
で
、
群
馬
の
詩
作
活

動
は
よ
り
活
発
化
し
、
横
地
正
次
郎
、
伊
藤
信
吉
、
東
宮
七
男
等
の
詩
人
が
大
き
く
成
長

し
た
。
詩
誌
『
学
校
』
が
七
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
の
（
注
３
）

が
、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。 
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伊藤信吉（注５の「年譜・書誌」より詩のみ抽出して作成） 

1930 年（昭和 5年） 24 歳 

「裏日本へ」 （『南方詩人』新春号） 

「前夜」 （『労働派』創刊号） 

「信号」 （『前衛詩人』創刊号） 

「燕」 （『戦旗』5月号） 

「引越しの日」 （『前衛詩人』7月号） 

「燃える歌」 （『戦旗』8月号） 

「上野駅で」 （『前衛詩人』第 6号） 

「燃える歌」     同上 

「老いた母の言葉」     同上 

石井秀との共作「星製薬争議左翼宣言」と総題した詩四篇 
のうち二篇「燃える歌」「老いた母の言葉」（『労働派』八月号） 

「信号 二」 （『前衛詩人』第 7号） 

「奪還の朝―大衆朗読詩」     同上 

「戦線」 （『文学時代』9月号） 

「飢餓を超えて」 （『戦旗』9月号） 

「戦ひの前に」     同上 

「波止場で」 （『詩・現実』第三冊） 

「革命記念日に」 （『ナップ』11月号） 

「嵐の中に」 （「ナップ」12月号） 

「戦ひの前に」 （「戦旗』12 月号） 

1931 年（昭和 6年） 25 歳 

「パルチザンの春」 （『ナップ』2月号） 

「朝」 （「プロレタリア詩」２） 

「海」 （「若草」2月号） 

「雪」 （「プロレタリア詩」３） 

「引っ越しの日」 （『詩・現実』第 4冊） 

「二つの波に」 （『ナップ』5月号） 

「革命記念日に」 （『日本プロレタリア詩集 1931 年版』） 

「信号」 （『詩・現実』第 5冊） 

「ぬか雨に濡れて」 （『前線』創刊号） 

「燕」 （「改造」6月号） 

「霜」 （「前線」7、8月合併号） 

「河」 （「ナップ」8月号） 

「海流」 （「中央公論」8月号 プロレタリア詩五人集） 

「家系」 （「プロレタリア詩」9月号） 

「霜」 （『ナップ』9月号） 

「川添に」 （『プロレタリア詩』10月号） 

「夜風の中を」 （『ナップ』 10月号） 

「海流」 （春陽堂版『明治大正文学全集』第六巻詩篇） 

「あさ子に」 （『文学時代』 12 月号） 

1932 年（昭和 7年） 26 歳 

「夕寒の町で」 （『プロレタリア詩』1月号） 

「手紙に代へて」 「ローザに」（「プロレタリア文学」創刊号） 

「この日都会に」 （「プロレタリア文学」6号） 

 

 
一
方
、
旧
北
甘
楽
郡
額
田
部
村
（
現
富
岡
市
）
に
育
っ
た
高
橋
辰
二
は
、
一
九
二
七
（
昭

和
二
）
年
に
詩
集
『
水
葬
』
を
発
刊
。
葉
山
嘉
樹
の
知
遇
を
得
て
、
翌
年
上
京
し
、
『
文

芸
戦
線
』
の
編
集
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
毎
号
の
よ
う
に
、
詩
が
載
る
よ
う

に
な
る
。
だ
が
、『
文
戦
』
の
終
刊
の
翌
年
、
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
帰
郷
し
た
（
注
４
）
。 

 

他
方
、
詩
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
中
に
い
た
伊
藤
信
吉
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
上

京
す
る
と
、
翌
年
に
は
全
協
の
労
働
運
動
や
モ
ッ
プ
ル
の
救
援
活
動
等
の
実
践
運
動
に
関

わ
る
中
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
会
議
や
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
参
加
。
ナ
ッ

プ
の
機
関
誌
『
ナ
ッ
プ
』
の
編
集
実
務
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伊
藤
は
『
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
詩
』『
戦
旗
』『
ナ
ッ
プ
』
等
に
詩
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
詩
誌
『
労
働
派
』『
前

衛
詩
人
』
を
発
行
し
、

そ
こ
に
も
詩
や
評

論
等
を
載
せ
た
。
し

か
し
、
三
二
（
昭
和

七
）
年
検
束
・
拷
問

の
中
で
転
向
し
、
帰

郷
し
た
（
注
５
）
。 

 

中
央
の
対
抗
軸

で
あ
っ
た
『
文
芸
戦

線
』
対
『
戦
旗
』
と

い
う
対
立
構
図
は
、

群
馬
出
身
の
個
人

で
は
高
橋
辰
二
対

伊
藤
信
吉
で
あ
り
、

県
内
に
お
い
て
は

『
群
馬
戦
線
』
対

『
上
毛
大
衆
』
と
な

っ
て
現
れ
た
。 

特
に
『
文
芸
戦
線
』
と
『
群
馬
戦
線
』
は
、
上
下
関
係
は
な
い
も
の
の
、
名
称
的
に
も
、

人
的
に
も
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
持
っ
た
。
そ
の
点
を
小
正
路
淑
泰
の
論
文
か
ら
確
認
し

て
み
よ
う
。
「
葉
山
嘉
樹
が
強
戸
村
を
訪
れ
た
の
は
」
「
一
九
二
九
年
四
月
下
旬
で
あ
る
。

五
月
一
六
日
に
帰
京
す
る
ま
で
約
三
週
間
、
強
戸
村
に
隣
接
す
る
新
田
郡
藪
塚
本
町
の
藪

塚
温
泉
室
田
館
に
逗
留
し
作
品
執
筆
に
あ
た
っ
た
。
四
月
二
四
日
に
は
須
永
好
と
菊
池
光

好
が
室
田
館
に
葉
山
を
訪
ね
」
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
る
。
葉
山
は
桐
生
市
議
選
の

応
援
演
説
も
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
一
月
に
は
、
文
戦
派
の
里
村
欣
三
が
群
馬
の
農
村

を
調
査
し
、
そ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
『
文
戦
』
一
九
三
一
年
三
月
号
に
載
せ
た
。
そ
れ
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『全線』作者一覧(五十音順) 
作者 第一作 第二作 
青羽春夫 上州の記録  
青柳花明 明日は日曜 ほうほう梟 
青山恒 思慕  
東七人 友への書  
天野純 朝・光・生活  
池田純一 近き女への第一信  
石田小三郎 金さん  
井田貞衛 利根河原  
鵜田隆幸 心胸  
浦野哲 狂暴 抗議 
大島義雄 淺春の賦  
大友農夫壽 赤城登山 樹脂の香 
大湊廣秋 無言の思索家  
小川静波 春季雑詠  
小澤義太郎 郊外への誘ひ  
小野吉郎 水喧嘩  
小見杜詩夫 風止む ぬかるみち 
狩野文男 抒情詩稿  
川端俊吉 ★  
川端惣吉 すてた新さが 地蔵さん 
河邊謙一郎 夜  
栗原重治 八百屋の書いた詩  
栗原道子 嵐 向ふ側 
黒井平太 梅が蕾を持った 無題 
桑島雅子 𦾔作 秋立つ日 
剣持定明 百姓の言葉 老車夫の死 
小林絹次 冬  
小林定治 春来い  
小林秀子 古風な静けさ  
坂本仲一 足下から戦へ  
澤田亥之介 春 空ッ風 
島田梅史 早春  
瀬木悦夫 村の女等へ 闇夜 
鷹端彦録 ねこ  
竹本嵐子 角兵衛獅子  
タケヲ 無題  
田島武夫 薄明に描く  
田島嘉之 朗らかに瘠せる 金庫 
田中孤影 近状  
土屋與志緒 榾火  
豊田宗作 盬原  
温井藤衛 復讐の念あり  
萩町三十八 早春  
萩原恭次郎 断片  
萩原憲 犬 誓ひ 
萩原信使 嵐と渇望  
原登喜夫 吹雪を衝いて友は行く  
百海操 嫁ぎ行く人  
布施義一 今日も 風の日 
古屋三郎 病床の春  
松本美二雄 もらひ泣き こな雪 
南小路薫 子供の詩  
宮澤正二郎 都市へ  
山村白鳥 労働者と紳士  
柚木厚太郎 雑詠  
横堀伊藤太 吹っ越し  
横堀竹華 春を待つもの 断片 

 

は
「
暗
澹
た
る
農
村
を
歩
く
―
主
と
し
て
群
馬
県
下
の
農
村
に
就
い
て
―
」
と
い
う
題
で

十
六
ペ
ー
ジ
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
無
産
強
戸
村
を
パ
イ
プ
と
し
た
群
馬
の
農

村
と
文
戦
派
の
つ
な
が
り
の
深
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
高
橋
辰
二
の
農
民
詩
に
よ
っ
て

補
強
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
戦
旗
派
と
『
上
毛
大
衆
』
グ
ル
ー
プ
と
の
む
す
び
つ
き
は
『
戦
旗
』

を
媒
介
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
『
上
毛
大
衆
』
昭
和
四
年
八
月
号
の
岡
本
哲
哉
「
地

方
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
雑
誌
の
任
務
に
就
い
て
」
で
は
、
「
中
央
の
雑
誌
の
縮
小
で
あ
っ

て
は
な
ら
ぬ
」
と
し
「
文
戦
や
戦
旗
の
縮
小
」
で
は
「
見
す
ぼ
ら
し
」
い
だ
け
だ
と
し
て

お
り
、
必
ず
し
も
『
戦
旗
』
だ
け
に
傾
倒
し
て
い
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ
の
左
傾
化
は
、
当

然
戦
旗
派
へ
傾
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
直
接
的
な
つ
な
が
り
と
い
う
と
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
伊
藤
信
吉
と
『
上
毛
大
衆
』
に
小
説
を
載
せ
た
杉
田
謙

作
と
の
つ
な
が
り
は
既
に
詩
誌
『
学
校
』
を
出
し
た
時
に
は
あ
っ
た
（
注
６
）

が
、
個
人
的

な
域
を
出
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
伊
藤
信
吉
が
主
筆
の
小
林
邦
作
と
盟
友
に
な

る
の
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
九
・
二
二
弾
圧
事
件
で
小
林
が
激
し
い
拷
問
の
中
で

実
質
的
な
転
向
を
強
い
ら
れ
た
後
で
発
行
す
る
『
蚕
糸
公
論
』
の
中
（
注
６
）

で
で
あ
っ
た
。 

全
国
的
に
は
ナ
ッ
プ
と
『
戦
旗
』
の
勢
い
が
文
戦
派
を
圧
倒
し
、
文
戦
派
の
中
か
ら
は

離
反
者
が
続
出
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
群
馬
と
文
戦
派
の
つ
な
が
り
が
押
し
出
さ
れ
る
中
で
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
歌
集
『
全
線
』
は
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
全
線
』
の
刊
行
経
過
に

つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
萩
原
恭
次
郎
全
集
の
年
譜
は
「
群
馬
県

下
の
意
識
的
な
詩
歌
人
五
十
余
名
を
結
集
し
て
雑
誌
『
全
線
』
を
創
刊
。
高
崎
と
沼
田
で

文
芸
講
演
会
を
ひ
ら
い
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

発
行
の
『
群
馬
の
詩
人
』
に
お
い
て
も
「
群
馬
県
の
文
学
者
を
糾
合
し
て
文
芸
誌
『
全
線
』

を
創
刊
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
主
導
し
た
動
き
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

詩
の
作
者
や
編
集
委
員
に
は
、
萩
原
恭
次
郎
と
伊
藤
信
吉
の
友
人
が
多
い
。
横
地
正
次
郎
、

井
田
貞
衛
、
東
七
人
（
東
宮
七
男
）
は
古
く
か
ら
の
、
南
小
路
薫
、
小
林
定
治
、
温
井
藤

衛
等
は
比
較
的
新
し
い
友
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
全
線
』
の
刊
行
は
、
伊
藤
信

吉
が
直
接
関
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
結

果
的
に
文
戦
派
と
闘
う
伊
藤
信
吉
の
、

ま
た
ナ
ッ
プ
の
権
威
を
群
馬
に
お
い

て
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 注
１
…
…
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文

学
館
『
群
馬
文
学
全
集
・
第
十
巻
萩
原
恭

次
郎
・
根
岸
正
吉
』
（
一
九
九
九
年
） 

注
２
…
…
『
萩
原
恭
次
郎
全
集
・
第
三
巻
』

（
一
九
八
二
年
）、
注
１
参
照 

注
３
…
…
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文

学
館
『
群
馬
の
詩
人
』
（
二
〇
〇
四
年
） 
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注
４
…
…
斉
田
明
雄
「
高
橋
辰
二
・
人
と
作
品
」
（
『
群
馬
の
昭
和
の
詩
人
』
所
収
、
一
九
九

六
年
）
、「『
文
芸
戦
線
』（
後
期
）
復
刻
版
」（
一
九
八
三
年
）
、「
官
林
に
か
こ
ま
れ
た
村
」
を

斉
田
は
「
発
表
の
機
会
が
な
く
」
と
し
た
が
、『
文
芸
戦
線
』
一
九
三
一
年
二
月
号
に
発
表
さ

れ
て
い
る
。 

注
５
…
…
瀧
沢
友
子
・
梁
瀬
和
男
「
年
譜
・
書
誌
」（
『
伊
藤
信
吉
著
作
集
・
第
七
巻
』
所
収
、

二
〇
〇
三
年
）
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
『
伊
藤
信
吉 

そ
の
文
学
的
軌
跡 

詩
と

評
論
』
（
二
〇
〇
三
年
） 

注
６
…
…
伊
藤
信
吉
『
回
想
の
上
州
』（
一
九
七
七
年
）、
伊
藤
信
吉
『
上
州
の
空
の
下
』（
一

九
三
三
年
） 

 

ま
と
め
に
か
え
て
…
…
「
文
芸
講
演
会
」
開
催
の
諸
条
件 

以
上
の
よ
う
な
、
文
戦
派
と
戦
旗
派
の
対
抗
の
中
に
「
文
芸
講
演
会
」
は
準
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
最
後
に
「
文
芸
講
演
会
」
が
準
備
さ
れ
た
諸
条
件
を
考
え
て
み
た
い
。
ま

ず
、
最
初
に
書
い
た
菊
池
敏
清
の
「
葉
書
一
枚
の
要
請
」
に
注
目
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
「
要
請
」
に
応
え
た
「
文
芸
講
演
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

多
喜
二
た
ち
ナ
ッ
プ
作
家
の
行
っ
た
講
演
で
最
大
の
も
の
は
、
戦
旗
社
自
ら
が
企
画
し

た
「
『
戦
旗
』
防
衛
巡
回
講
演
会
」
で
あ
る
。
京
都
・
大
阪
で
講
演
し
た
後
、
三
重
県
の

松
阪
・
山
田
（
現
在
の
伊
勢
市
）
を
回
っ
て
い
る
。
こ
の
松
阪
・
山
田
で
の
講
演
会
は
、

地
方
都
市
で
の
講
演
と
い
う
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。
他
に
戦
旗
社
は
「
『
戦
旗
』
の
夕

べ
」
を
開
い
て
い
る
。
二
度
目
の
「
『
戦
旗
』
の
夕
べ
」
は
、「
奪
還
事
件
」
と
同
じ
月
の

九
月
二
十
日
に
上
野
の
自
治
会
館
で
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
講
演
会
は
、
戦
旗
社
が

設
定
す
る
よ
う
で
あ
り
、『
戦
旗
』
を
通
読
し
て
も
、「
葉
書
一
枚
の
要
請
」
に
応
え
る
余

地
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
対
象
を
戦
旗
社
で
な
く
ナ
ッ
プ
の
方
に
変
え
て
み
る
と
、
機
関
誌
『
ナ
ッ
プ
』

の
一
九
三
一
年
七
月
号
に
「
ナ
ッ
プ
移
動
隊
を
利
用
せ
よ
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

ナ
ッ
プ
移
動
隊
と
は
、
様
々
な
集
会
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
出
し
物
を
用
意
す
る
と
い
う

も
の
で
、
『
ナ
ッ
プ
』
参
加
の
五
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
活
動
部
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演

芸
団
・
プ
ロ
キ
ノ
移
動
活
動
部
・
美
術
家
同
盟
・
音
楽
家
同
盟
・
作
家
同
盟
）
を
も
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
各
同
盟
毎
に
バ
ラ
バ
ラ
に
や
っ
て
い
た
の
を
、
協
議
の
結
果
、
緊
密
な

連
絡
の
下
に
共
同
で
移
動
隊
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
記
事
に
は
連
絡
先

は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
芸
団
」
、
手
紙
の
申
し
込
み
の
場
合
は
「
集
合
の
性
質
、
人
数
、

希
望
の
『
出
し
物
』
等
に
関
し
て
詳
し
く
記
し
て
ほ
し
い
。
」
と
あ
り
、「
葉
書
一
枚
の
要

請
」
に
応
え
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
。 

次
に
講
師
の
側
の
意
識
を
考
え
て
み
る
。
講
師
の
一
人
で
あ
っ
た
村
山
知
義
は
、
奪
還

事
件
の
回
想
で
「
主
催
者
」
を
「
農
民
組
合
の
人
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
中

野
重
治
も
同
じ
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
中
野
の
年
譜
に
は
「
伊
勢
崎
市
の
全
農
青
年
部

の
講
演
会
に
小
林
多
喜
二
、
村
山
知
義
と
出
席
、
検
束
さ
れ
る
」
と
よ
り
踏
み
込
ん
だ
記

述
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
講
演
会
の
前
に
立
ち
寄
っ
た
菊
池
敏
清
宅
は
、
地
主
と
は
い

え
、
家
の
構
え
は
全
く
の
養
蚕
農
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
初
に
考
察
し
た
よ
う
に
、

こ
の
「
文
芸
講
演
会
」
は
、
佐
波
『
戦
旗
』
支
局
と
『
上
毛
大
衆
』
伊
勢
崎
グ
ル
ー
プ
が

「
無
産
青
年
」
と
い
う
旗
の
下
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
講
師
側
と
主
催
者
側
の
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
、
ど
こ
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
文
戦
派
と
群
馬
の
農
村
が
深

く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ナ
ッ
プ
側
に
強
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
得
な
い
。

逆
に
、
ナ
ッ
プ
が
『
戦
旗
』
の
強
い
地
域
を
突
破
口
と
し
て
、
農
村
と
の
結
び
つ
き
を
強

化
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
「
葉
書
一
枚
の
要
請
」
に
応
え
る
条
件
に
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

農
民
か
ら
の
依
頼
と
い
う
先
入
観
は
敏
清
宅
の
景
観
に
よ
っ
て
、
裏
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
。
「
要
請
」
に
応
え
る
上
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
歌
集
『
全
線
』
の
刊
行
も
プ
ラ
ス
に

働
く
条
件
の
一
つ
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
残
さ
れ
た
多
く
の
課
題
は
、
今
後
の
検
討
事
項
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
提
起
で

き
る
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
の
真
実
の
姿
を
究
明
す
る
力

に
な
る
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。 
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特
別
編 

１ 
菊
池
敏
清
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て 

 

二
〇
〇
九
年
七
月
十
九
日
に
旧
菊
池
敏
清
宅
の
古
民
家
調
査
が
群
馬
県
文
化
財
研
究

会
（
桑
原
稔
会
長
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
伊
勢
崎
・
多
喜
二
祭
実
行
委
員
会
で
は
蔵

書
の
一
部
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
菊
池
敏

清
の
未
発
表
小
説
原
稿
等
を
発
見
し
た
。

「
多
喜
二
奪
還
事
件
」
そ
の
も
の
と
の
関
連

を
直
接
示
す
資
料
で
は
な
い
が
、
そ
の
前
後

の
資
料
を
次
に
示
す
こ
と
に
す
る
。 

ま
ず
一
九
三
〇
年
に
書
か
れ
た
、
自
分
の

作
品
目
録
（
資
料
１
）
で
あ
る
。
旧
制
浦
和

高
校
時
代
か
ら
活
発
に
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
の
後
東
京
帝
国
大

学
文
科
に
進
学
し
た
。
本
資
料
集
と
の
関
連

で
は
、
著
作
７
「
夜
」
と
い
う
作
品
が
あ
り
、

一
九
二
八
年
十
一
月
七
日
脱
稿
、
備
考
に

『
上
毛
大
衆
発
禁
』
と
あ
る
。
こ
の
作
品
は

そ
の
前
に
旧
制
浦
和
高
校
学
友
会
雑
誌
に

寄
稿
し
た
が
、
「
検
閲
拒
否
」
に
な
っ
て
い

る
。
作
品
の
完
成
の
日
付
は
早
い
が
、
発
禁

で
内
容
が
不
明
な
の
は
昭
和
四
年
三
月
号

『
上
毛
大
衆
』
だ
け
で
あ
る
。
他
に
発
禁
と

な
っ
た
同
年
九
月
号
と
翌
年
の
『
宣
戦
』
は
、

資
料
と
し
て
提
示
し
た
。
と
も
か
く
菊
池
敏

清
が
『
上
毛
大
衆
』
と
直
接
関
わ
り
を
持
っ

て
い
た
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
原
稿
と
推
定
さ
れ
る
も
の
を
「
資
料
２
」
と
し
て
提

示
す
る
。
次
に
「
奪
還
事
件
」
直
後
に
茂
呂
村
で
「
舞
踊
と
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
資
料
３
」
と
し
て
提
示
す
る
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